




























































































































































で計算される。また、各充足率は受給金額を受給期待      (S―θ二Ⅳ*(0)-7V*(ぽ))(■4た(0)+νKη))
(Sん― Gん― A鷲(0)一A鷲(η*))げИ(0)+ル頃η))金額で割った比であるので、部局 たにおける制限付き
























































































単純人数充足率(%) 28.0    28.0    30.0     35.0 1  303




100      50      30      20
13       8       4       2









3600    2520       0    1200
3660    2196       0    1464










82      39      26      16
10       3       5       3
6000    2700    3600    1800
7093    3374    2249    1384






























14100 × = 3373.62 豊 3374,
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3600    2520       0    2220
3791    2275       0    2275










82      39      26      15
10       3       5       3
6000    2700    3600    1800
7137    3394    2263    1306
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3600    2520       0    2220
3791    2275       0    2275













3540    3600    1800
3597    2398    1383


























=  14910 × I石】






























部の芦沢真吾主任講師、ワーキングで有益なコメント   子助教授、大阪大学人間科学部の石川真由美専任講師
を下さった大阪大学工学部国際交流室留学生相談部の  に感謝致します。
国吉ニルソン講師、大阪大学留学生センターの有川友
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